




　
　｢現実世界はゲームを制作するためのア
イデアの宝庫です｣とは 、（株）プロジェ
クトデザイン社長である福井さんの言葉
です。現実の世界と問題をよく観察し、
それらをゲームに落とし込むことで、｢20
30SDGs カードゲーム｣のようなヒット
作ができるそうです。ゲームを通して、
プレーヤーは実際の問題とその解決の方向性をシミレーションでき、ゲーム後は行動を
振り返り気づきを深化できる、これがこの会社が制作するゲームの醍醐味です。（株）
プロジェクトデザインは、「生まれたまちに恩返しをしたい！」という福井さんの熱い
思いから、ここ滑川で設立された会社です。

　「どうせ起業するなら生まれたまちで。損得を超えた何かに導かれるように小さな事業を
はじめました。」とは、Facebook での福井社長の言葉です。取材では、「滑川の発展のみ
を考えるのではなく、地方の発展を通じて、日本をどのようにしていきたいかを考えるこ
とが大切。日本全国の各地方に力のある人を育て、地方から国を押し上げていくことで日
本全体が良くなっていくようにしたい。」とおっしゃっていました。だから、福井社長は、「ま
ず自分自身がそうありたい」という思いのもと滑川を拠点に精力的に活動を行っていらっ
しゃるのだと思いました。取材中、福井さんの携帯電話への着信の頻度や会話の雰囲気から、
地方にいても都市部の大企業と SDGs や地方創生をはじめ様々な事業で対等に協働できる
と知りました。
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　福井社長は、企業や大学のコンサルティングを手掛けた際、人を育てることに魅力を感じ、
SDGs の 17の目標のうち 4番「質の高い教育をみんなに」を題材にカードゲームを創り
ました。「カードゲーム形式であれば、気軽に取り組むことができ、勉強という意識ではな
く、遊び感覚で楽しく学ぶことができる。たくさんの人が一度の機会に一緒に学ぶことの
できるビジネスゲームを作りたかった。年齢や経験、言葉の違いも乗り越えることができ
るのがカードゲームのいいところ。」という福井社長の言葉が印象に残っています。（株）
プロジェクトデザインでは、「2030SDGs」や「The 商社」をはじめとした多様なカードゲー
ム方式のビジネスゲームを開発されています。

 

SDGs の４｢教育｣とカードゲーム

地方にいてもできる！

GOOD DESIGN AWARD 2019 特別賞受賞

アイデアは現実世界から

株式会社 プロジェクトデザイン
現実世界をカードゲームに
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取材　高野響一

　「SDGs de 地方創生カードゲーム　/　書籍：持続可能な地域の創り方」で、グッドフォー
カス賞（地域社会デザイン）を受賞されました。特別賞は滑川では初の受賞と聞きました。
県内で見ても 2件目の快挙とのことです！

社名：株式会社　プロジェクトデザイン
所在地：富山県滑川市田中新町 25番地

HP：　https://www.projectdesign.co.jp/
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